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6班 中間発表

竹園と倉掛の歴史
班員：山内大輔 藤倉福人 蝦名壱心

関璃奏 瀬古希 戸崎景太 小島慎太郎

担当教員：松原康介

TA：古市麻菜子

発表の流れ

① 研究動機

② 目的

③ 調査方法

④ 調査内容

⑤ 今後の課題

研究動機

「長ぐつと星空」を読んで竹園は研究学園設立
に伴って発展していったことがわかった。

竹園の近くの地域である倉掛は今も昔も
あまり変わっていない。

研究動機

・現地調査の結果

・竹園は歩道が整備されていて、学校やショッピング
センターなどの施設が充実

・倉掛では道の整備が不十分で、昔ながらの田園風
景が残っていた

都市計画によってできた竹園と開発が行
われなかった倉掛はそれぞれどのような
発展を遂げてきたのだろうか

倉掛の田園風景竹園東地区の地図
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文献調査

・研究学園都市について
東京等の国の試験研究機関等を計画的に移
転し、高水準の研究と教育を行うための拠
点を形成することを目的に建設された。

・研究学園地区として計画された市街地面
積は2700ha程度。そのほかの地域を周辺開
発地区として、自然を生かした田園都市と
しての発展を目指した。

文献調査

・竹園東小中学校の開校
→1974年

・ショッピングセンターの建設
→1974年。日常生活用品の小売店とし

ての役割。衣料品や娯楽等は総合ショッピング

センターとして都心地区に設置。

・住宅の建設
→1979年に大部分が完成。この頃

から花室東部地区を竹園と呼ぶようになった。

建設当時のショッピングセンター

文献調査

・問題①＝官舎(公務員宿舎)によるまちの形成

・問題②＝人口予測の失敗

計画人口十万人⇔四万三千人(1988年時点)

文献調査

・問題③＝小学校での交流の難しさ

・問題④＝憩いの場の不足

→竹園ショッピングセンター(1994年リニューアル)

・問題⑤＝住宅によるランク付け

「長ぐつと星空」より

長ぐつと星空

→筑波研究学園都市建設当時のことが旧住民、新住民それぞれの目線から記述された本

第１章

・「租界」ではなく「開発」を

-学園都市計画における元来存在していた住宅への退去は極力避けるとの方針が示される。

・住民と都市計画の間

-日常生活の視点から施設整備を求める住民と計画の一部だと捉える行政との温度差が表現され
ている。

第３章

・どろんこ道のころ-通学路と子どもたち

-当時の子どもたちの通学事情や近隣同士の交流、住民と行政とのぶつかり合いが描かれている。

「長ぐつと星空」より
長ぐつと星空その後上より

・『農村から見た学園』

計画によって道が変更→住民が迷う→知人の見舞いに遅れる

・『夢と現実』

不満2点;①自然を生かす公園なし②アパートなどの乱立

・『竹園銀座』

昔は自然が豊か⇔今は音の公害に悩まされる

→旧住民も新住民も計画に対して不満がある

7 8

9 10

11 12



2023/11/13

3

倉掛・竹園の年代別の地図の特徴、比較
１．1883年

竹園
・地名が存在していない。

・畑や松の林が広がっている。

倉掛
・民家が集まっており、集
落が形成されている。

２．1960年

竹園
・地名がみられるよう
になる

・道が増えている

倉掛
・民家が増えている

倉掛・竹園の年代別の地図の特徴、比較

３．1972年

竹園
・学園東大通りが開通。

・その他の幹線道路も建設中。

・グリッド状の区画整理がされ
ている。

倉掛
・大きな変化はない。

倉掛・竹園の年代別の地図の特徴、比較
４．1977年

竹園
・公務員宿舎が完成（1974）

・住宅が少しずつ増えている。

・今まであった道路が一部なく
なり、新しい道路が増え、グ
リッド状の区画整理がされる。

倉掛
・民家が増加し、密集している。

倉掛・竹園の年代別の地図の特徴、比較

５．1995年

竹園
・住宅が密集している。

・1977年ごろにできたグリッド
上の土地に研究所が建設され
る。

倉掛
・少し民家が増加しているが
あまり変化はない。

倉掛・竹園の年代別の地図の特徴、比較 倉掛・竹園の年代別の地図の特徴、比較

矢印の向きからみた現在の道路
（※グーグルストリートビュー参照）
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・竹園は研究学園都市の発展と伴って土地利用が畑や
旧住民の住宅→研究施設や新住民の住宅へ。

・研究学園都市を作る過程で失われた道路による旧住民へ
の影響はどのようなものがあったのか？

地図での分析を通して、、、 フィールドワーク
竹園(10/16)
竹園東地区の旧公務員宿舎、竹園東小学校、竹園

ショッピングセンターをまわった

・１つの小学校をコミュニティととして近隣住
区論に基づいた計画がなされている

・ショッピングセンターには居酒屋やカフェ飲
食店の他に学習塾や郵便局なども併設されてお
り、住民の生活に必要な機能も備えていた

・公園は子供たちで賑わっていて活気を感じた

→ショッピングセンター周
辺の地図

↓竹園ショッピングセ
ンターの様子

フィールドワーク

竹園倉掛(10/23)

・道路がグリッド状になっている竹
園に対して道路が無造作に配置され
たりしていた

・倉掛は道の高低差が大きかった

・計画都市と自然発生的な集落との
違いを道の配置の違いによって感じ
ることが出来た

・竹園はペデストリアンが中心に
通っていることによって穏やかな街
並みになるよう工夫されていた

グリッド状に整備
された計画都市竹

園

区画整備がさ
れていない倉
掛の道路

今後の課題と展望

これまでの調査：地図の比較、文献調査、フィールドワーク

以上の調査により新たな疑問も多く出てきた。

当時のそれぞれの地域を知る方へのヒアリングを通じてより深く
調査していく予定である。

また、当時と現代とのライフスタイルを比較していく。

ヒアリング

•竹園・倉掛両住民に話を伺いたい
倉掛住民：塚越功・慶應義塾大学名誉教授

1975年よりつくば市居住。建設省建築研究所都市開発研究室長、防火研究
室長、防火研究調整官等

以後、現在まで倉掛に居住。新住民だが旧住民を紹介してもらう予定。

竹園住民：（調整中）
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